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交
通
事
故
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
無

事
故
・
無
違
反
の
運
転
者
で
、
表
彰

を
希
望
す
る
人
は
、
菊
池
地
区
交
通

安
全
協
会
事
務
局（
菊
池
警
察
署
内
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

・
菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と
（
免
許
証
の
住
所
が

菊
池
警
察
署
管
内
で
、
免
許
更
新

時
に
交
通
安
全
協
会
費
を
納
め
た

人
）

・
平
成
17
年
６
月
30
日
現
在
、
運
転

免
許
（
原
付
免
許
を
含
む
）
を
取

得
後
10
年
、
20
年
、
30
年
ま
た
は

40
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人
（
同

じ
年
数
の
表
彰
を
２
度
受
賞
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
平
成
17
年
６
月
30
日
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
10
年
、
20
年
、
30
年
ま
た

は
40
年
の
間
に
交
通
事
故
を
起
こ

し
ま
た
は
交
通
法
令
に
違
反
し
て

行
政
ま
た
は
刑
事
上
の
処
分
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

・
平
成
17
年
６
月
30
日
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
過
去
３
年
間
に
交
通
違
反

（
違
反
点
数
３
点
以
内
の
軽
微
な

反
則
行
為
を
含
む
）
が
な
い
人

　

な
お
、
申
し
込
み
に
は
運
転
記
録

証
明
書
が
必
要
で
す
が
、
証
明
書
交

付
申
請
手
数
料
７
０
０
円
は
、
菊
池

地
区
交
通
安
全
協
会
が
全
額
負
担
し

ま
す
。

　

ま
た
、
同
証
明
書
の
交
付
申
請
と

受
領
手
続
き
の
一
切
を
当
協
会
事
務

局
に
委
任
し
、
そ
の
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
と
す
る
委

任
状
を
も
っ
て
申
込
書
と
し
ま
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

委
任
状
は
、
菊
池
地
区
交
通
安
全

協
会
事
務
局
・
菊
池
警
察
署
管
内
各

駐
在
所
ま
た
は
菊
池
市
各
総
合
支
所

総
務
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
期
限

　

５
月
27
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

〒
８
６
１
‐
１
３
３
１

　

菊
池
市
隈
府
７
９
０

　
　
　
　
　
　
　
（
菊
池
警
察
署
内
）

　

菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

1
（
24
）
０
１
１
０

永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰
者

を
募
集
し
ま
す

菊
池
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
は
私
た
ち
の
宝
で
あ
り
、
時
代
を

引
き
継
ぎ
、
菊
池
の
未
来
を
切
り
拓

い
て
ゆ
く
、
明
日
へ
の
希
望
で
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
大
切
な
子
育
て
を
地
域
ぐ
る

み
で
支
え
る
た
め
の
計
画
「
菊
池
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
と
旧
市
町
村
ご
と
の
計
画
策

定
会
議
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
計
画
を
も
と
に
関
係

者
・
関
係
機
関
の
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
地
域
の
子
育
て
支
援
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

計
画
の
名
称

菊
池
市
・
未
来
・
風
‐
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ

Ｒ
Ｅ(

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー)

・
Ｗ
Ｉ
Ｎ

Ｄ
Ｓ(

ウ
イ
ン
ズ)

計
画

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
施
策
で
風

を
起
こ
す
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

施
策
推
進
の
視
点

・
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
、
の
び
の

び
と
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て

ま
す
。

・
人
間
性
豊
か
な
、
命
を
大
事
に
す

る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

・
命
を
引
き
継
ぎ
、
菊
池
の
未
来
を

担
う
、
次
の
代
の
親
を
育
て
ま
す
。

　

菊
池
市
・
未
来
・
風
‐
Ｆ
Ｕ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
計
画
は

菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.k

ik
u
c
h
i.

ku
m
a
m
o
to
.jp
/

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　

交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

損
害
賠
償
問
題
や
示
談
の
方
法
な

ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

と　

き

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
祭
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜

　
　
　
　
　
　
　

１
月
３
日
を
除
く

弁
護
士
来
所
日

　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

　

熊
本
県
庁
本
館
２
階

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所

　

1
０
９
６
（
３
８
４
）
２
３
７
２

INFORMATION INFORMATION

　平成17年１月17日に実施した九州産廃（株）
周辺の河川等の水質検査結果を公表します。
　検査結果は表のとおりで、基準を上回る値
は検出されませんでした。
ダイオキシン類の測定結果
　菊池市では、平成 16 年 12 月１日に抜き
打ちで、九州産廃（株）焼却炉の排ガスを採
取しました。
結果　0.044ng
　また、平成 17 年２月９日には熊本県が抜
き打ちで採取し、その菊池市測定分の結果も
お知らせします。
結果　0.0062ng
※法基準値　5.0ng、環境保全協定値　0.1ng

問い合わせ先　環境課

項　　　目 単位 基準値 監視井戸
カドミウム ㎎ /ℓ 0.1 0.001 未満
全シアン ㎎ /ℓ 1 検出されない
鉛 ㎎ /ℓ 0.1 0.005 未満
六価クロム ㎎ /ℓ 0.5 0.02 未満
砒素 ㎎ /ℓ 0.1 0.0013 
総水銀 ㎎ /ℓ 0.005 0.0005 未満
アルキル水銀 検出されないこと －
PCB ㎎ /ℓ 0.003 0.0005 未満
トリクロロエチレン ㎎ /ℓ 0.3 0.002 未満
テトラクロロエチレン ㎎ /ℓ 0.1 0.0005 未満
ジクロロメタン ㎎ /ℓ 0.2 0.002 未満
四塩化炭素 ㎎ /ℓ 0.02 0.0002 未満
1.2- ジクロロエタン ㎎ /ℓ 0.04 0.0004 未満
1.1- ジクロロエチレン ㎎ /ℓ 0.2 0.002 未満
シス -1.2- ジクロロエチレン ㎎ /ℓ 0.4 0.004 未満
1.1.1- トリクロロエタン ㎎ /ℓ 3 0.0005 未満
1.1.2- トリクロロエタン ㎎ /ℓ 0.06 0.0006 未満
1.3- ジクロロプロペン ㎎ /ℓ 0.02 0.0002 未満
チウラム ㎎ /ℓ 0.06 0.0006 未満
シマジン ㎎ /ℓ 0.03 0.0003 未満
チオベンカルブ ㎎ /ℓ 0.2 0.002 未満
ベンゼン ㎎ /ℓ 0.1 0.001 未満
セレン ㎎ /ℓ 0.1 0.001 未満

役　職 氏　名

本　
　
　

部

団　長 村上　忠吉
菊池北方面隊長 岩木　憲文
菊池南方面隊長 宮川　忠正
七城方面隊長 坂本　道博
旭志方面隊長 坂田　正邦
泗水方面隊長 山下　徹郎
菊池北副方面隊長 前田　幸男
菊池北副方面隊長 荒木　新勝
菊池南副方面隊長 有働　　茂
菊池南副方面隊長 塚崎　英成
七城副方面隊長 原　　邦博
七城副方面隊長 工藤　雅彦
旭志副方面隊長 田崎　栄一
旭志副方面隊長 永田　浩徳
泗水副方面隊長 佐々木良一
泗水副方面隊長 井上　祐治

菊　

池　

方　

面　

隊

第１分団長 田中　博次
第２分団長 髙岡　信夫
第３分団長 緒方　一敏
第４分団長 冨田　公喜
第５分団長 河原　義臣
第６分団長 佐藤　信清
第７分団長 中林　洋一
第８分団長 信岡富登志
第９分団長 水口　善助
第１副分団長 樋口　正博
第２副分団長 加藤　久士
第３副分団長 緒方　陽一
第４副分団長 有働　竜男
第５副分団長 渡辺　明人
第６副分団長 緒方　哲郎
第７副分団長 黒田　洋一
第８副分団長 森　　敏浩
第９副分団長 中山　和幸

七　

城　

方　

面　

隊

第１分団長 西口　雅洋
第２分団長 笠　　英輝
第３分団長 中島　浩之
第４分団長 上村　智英
第５分団長 高野　和義
第６分団長 牧岡　隆博
第１副分団長 緒方　忠雄
第２副分団長 古庄　英樹
第３副分団長 長尾　隆一
第４副分団長 田代　博信
第５副分団長 石本　勝巳
第６副分団長 加藤　浩行

旭
志
方
面
隊

第１分団長 東　　康雄
第２分団長 吉野　昭弘
第３分団長 東　　謙一
第４分団長 芹川　博文
第１副分団長 平山　　英
第２副分団長 岩根　道也
第３副分団長 坂本　竜治
第４副分団長 松永　伸二

泗　

水　

方　

面　

隊

第１分団長 村田　義喜
第２分団長 西　　文宏
第３分団長 坂本　慎也
第４分団長 松岡　安典
第５分団長 御手洗　直
第６分団長 大住　和宏
第１副分団長 野元　孝文
第２副分団長 松永　　昇
第３副分団長 宮上　徹也
第４副分団長 斉藤　和彦
第５副分団長 末田　正吏
第６副分団長 安武　浩一

平成 17年４月（敬称略）

項　　　目 単位 基準値 立門川上流 産廃沈殿施設下流 立門川湧水地 立門簡易水道水源地
水素イオン濃度（pH） 5.8～8.6 7.3 8.2 6.7 7.3
生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/ℓ 160 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満
化学的酸素要求量（COD） ㎎/ℓ 160 1.2 16 1.5 0.5未満
浮遊物質量（SS） ㎎/ℓ 200 1.0未満 9.1 1.0未満 1.0未満
ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱物油） ㎎/ℓ 5 2.5未満 2.5未満 2.5未満 2.5未満
ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物性油脂） ㎎/ℓ 30 2.5未満 2.5未満 2.5未満 2.5未満
フェノール類 ㎎/ℓ 5 0.025未満 0.025未満 0.025未満 0.025未満
銅 ㎎/ℓ 3 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満
亜鉛 ㎎/ℓ 5 0.01未満 0.015 0.01未満 0.01未満
溶解性鉄 ㎎/ℓ 10 0.01未満 0.055 0.01未満 0.01未満
溶解性マンガン ㎎/ℓ 10 0.01未満 1.8 0.01未満 0.01未満
クロム ㎎/ℓ 2 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満
フッ素 ㎎/ℓ 8 0.1未満 0.33 0.1未満 0.1未満
大腸菌群数 個/㎝3 3,000 40 110 検出されない 検出されない
全窒素（T-N) ㎎/ℓ 120 1.4 17 1.2 2.5
全燐（T-P） ㎎/ℓ 16 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

※監視井戸の項目は、監視委員会で定められた検査項目です

九州産廃（株）周辺の
河川等の水質検査結果

菊池市消防団幹部

問い合わせ先　安全対策課

　

菊
池
市
消
防
団
の
入
団
式
が
４
月
10

日
（
日
）、
菊
池
市
総
合
体
育
館
で
あ
り
、

１
５
０
人
の
新
消
防
団
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

本
部
の
幹
部
や
菊
池
・
七
城
・
旭
志
・

泗
水
の
四
方
面
隊
な
ど
か
ら
約
２
０
０
人

が
集
ま
っ
た
式
で
は
、
村
上
忠
吉
団
長
が

「
各
旧
市
町
村
で
培
っ
て
き
た
貴
重
な
経
験

や
活
動
を
生
か
し
、
歴
史
や
伝
統
を
守
り
、

菊
池
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
」
と
新
入
団
員
に
訓
示
し
ま
し
た
。

村上団長から辞令を受ける新入団員

市
民
の
生
命
財
産
は

私
た
ち
が
守
る

市
民
の
生
命
財
産
は

私
た
ち
が
守
る

消
防
団
入
団
式

消
防
団
入
団
式


